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令和５年度 自己評価の公表について 

 

北日本医療福祉専門学校の自己評価結果を公表します。 

 

 

令和６年３月３１日 
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自己評価 
 

１ 教育理念 

・「人格の完成」、「心身ともに健康な国民の育成」とともに職業人としての専門的知識とともに職業人

としての専門的知識と技能を修得させ、国家、社会に寄与できる人材の育成を図る。 

・わが国の伝統と文化を尊重し、国土を愛し、国際社会の平和と発展に寄与できる人材の育成を図る。 

２ 教育目的 

・本校は、職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、教養の向上と人格の陶冶を図り専門知識と

技能を有した優秀な人材の育成を目的とする。 

３．育成人材像 

・「社会に寄り添う」をモットーに、心豊かで社会福祉に貢献できる人材を育成します。 

【介護福祉科】 

・介護を必要とする人の尊厳を大切にし、自立した日常生活を営むことができるよう、介護現場に必

要な「寄り添う心」と最新の知識技術を身に着けた介護福祉士を育成します。 

【こどもマイスター養成科】 

・こどもを理解し大切にする姿勢とともに、保護者の子育てを支援できる知識と心を育み、体育や音

楽、障がい児教育にも強い保育士・幼稚園教諭を育成します。 

【薬業科】 

・健康の増進や疾病の予防を支える人材として、医薬品・健康食品の専門的知識を学び、地域に信頼

される医薬品登録販売者、医療事務・調剤事務従事者を育成します。 

４．評価項目 

４(適切)、３(ほぼ適切)、２(やや不適切)、１(不適切)（１）教育理念・目的・人材育成像 

評価項目 評価 

・学校の理念、目的、育成人材像は定められているか。（専門分野の特性が明確になって

いるか） 
4 

・社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか。 3 

・学校の理念、目的、育成人材、特色、将来構想などが生徒、学生、関係業界、保護者等

に周知されているか。 
4 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・学校関係者評価委員会において学校の重点目標を見据えた会議を実施する。 

【中長期的な課題】 

・学校の重点目標の設定は、前年度の自己評価及び学校関係者評価の結果及び評価

結果等も生かした重点目標を設定する。社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構

想を検討する必要である。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・教育理念や目的、育成人材像について、クラス掲示や学生便覧への掲載、入学予

定者オリエンテーション、入学時オリエンテーション、進級時校長代理講話など

で周知した。また、ホームページや学校案内にも掲載し、周知した。 

（２）学校運営 

評価項目 評価 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか。 4 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか。 4 

・運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能している

か。 
3 

・教育活動に関する情報公開が適切になされているか。 4 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・教育活動に関する情報公開を行う。 

【中長期的な課題】 

・年２回、教育活動に関する情報を公開する。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・介護福祉科、こどもマイスター養成科、薬業科の授業風景や生活の様子、学校行

事等について SNSでの情報発信を継続している。 

（３）教育活動 

評価項目 評価 

・教育理念等に沿った教育課程の編成、実施方針等が策定されているか。 4 



・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レ

ベルや学習時間の確保は明確にされているか。 
3 

・キャリア教育、実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫、開発

などが実施されているか。 
3 

・関連分野の企業、関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成、見直

し等が行われているか。 
3 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技、実習

等）が体系的に位置付けられているか。 
4 

・授業評価の実施、評価体制はあるか。 4 

・職業教育に関する外部関係者からの評価を取り入れているか。 4 

・成績評価、単位認定、進級判定、卒業判定の基準は明確になっているか。 4 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中で体系的な位置づけはあるか。 3 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保している

か。 
3 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務、兼務を含め）を確保する

などマネジメントが行われているか。 
3 

・関連分野における先端的な知識、技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など

資質向上のための取組が行われているか。 
3 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか。 3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・シラバス（授業概要）の内容の見直しを行う。 

・「学校運営・教育マネジメント等に関する専門的能力の修得・向上」するための

研修へ参加する。 

【中長期的な課題】 

・科目の意義や内容等を周知するためにシラバス（授業概要）を、学生、教員、講

師等へ周知する。 

・「専攻分野における実務に関する知識・技術・技能の修得・向上」、「授業及び

学生に対する指導力等の修得・向上」及び「学校運営・教育マネジメント等に関

する専門的能力の修得・向上」の３分類の教員研修へ参加する。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・教育理念、育成人材像、カリキュラム等について入学生へ説明した。二年生にも

新しい学生便覧を配布済。入学生へはファイルを配布し、保管しやすいように配

慮した。 

・学習の支援が必要な学生に対し、学科内で情報を共有し、担任が中心となり指導

を行った。 

・ 「この学校へ入学して良かった」という項目が低い数値になっていることにつ

いて具体的に分析を行った。学生への指導方法について職員で話し合い、非常勤

講師に対しては、初回に副校長から授業評価結果と授業に対するお願いの文書を

配布した。また、学生から授業に対する相談があった場合など教務から外部講師

に情報を提供し、改善を図った。 

・11月中に授業評価のアンケートを実施する予定である。 

・3学科とも実習先施設、実務経験先企業と連携して評価を行い、学生の知識・技術の向上に努めた。

また、事前に指導者へ指導要綱を送付した。新型コロナウイルス感染症対策の為、実習前にＰＣＲ検

査・抗原検査にて新型コロナウイルスの検査を行った。実習中に施設内でコロナが発生し、実習期間

や日数を変更した学生もあり、施設と連絡調整しながら実習を進めた。 

・職員会議等で、各学年・各クラスの情報を教員間で共有するとともに学生に対し、

成績評価の判定基準を周知徹底した。 

（４）学修成果 

評価項目 評価 

・就職率の向上が図られているか。 4 

・資格取得率の向上が図られているか。 4 

・退学率の低減化が図られているか。 3 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか。 3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・キャリア支援室と連携を取りながら、就職指導を行い、就職意識を高める。 

【中長期的な課題】 



・就職先の開拓を行い、就職率 100％を目指す。 

・資格取得に向けた指導を行い、合格率 100％を継続する。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・令和 4 年度の内定率は、介護福祉科、こどもマイスター養成科、薬業科ともに

100.0％である。介護福祉科・こどもマイスター養成科については、介護実習先・

保育実習先や施設見学・園見学をしながら就職希望先を検討していく。薬業科に

ついては 2月に校内企業説明会を行い、4月より就職活動を開始している。 

・卒業生・就職先へのアンケートをもとに、授業内容の変更や現場で活用できる陳

列授業やラッピング授業などの演習を多く取り入れた。卒業生アンケートについ

ては 7月、企業アンケートについては 11月に実施予定である。アンケートでい

ただいた意見を今後の教育活動に活かしていく。 

（５）学生支援 

評価項目 評価 

・進路、就職に関する支援体制は整備されているか。 3 

・学生相談に関する体制は整備されているか。 4 

・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか。 4 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか。 3 

・学生の生活環境への支援は行われているか。 3 

・保護者と適切に連携しているか。 4 

・卒業生への支援体制はあるか。 3 

・高校、高等専修学校等との連携によるキャリア教育、職業教育の取組が行われている

か。 
3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・キャリア支援室を中心とした就職支援を継続する。 

【中長期的な課題】 

・面接や進路相談、就職先の開拓などの就職支援活動を継続して実施する。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・就職に関しては、担任、就職担当教員、キャリア支援室と連携をとり、支援して

いる。 

・学校生活において課題がある学生については保護者とこまめに連絡をとり、必要

があれば保護者を含めた面談を行い、学生生活を円滑に過ごすことができるよう

支援している。 

・キャリア教育の一環として、高校生のみならず、小中学生に対しても本校での体

験授業、出張授業を通じて職業教育を行っている。 

（６）教育環境 

評価項目 評価 

・施設、設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか。 3 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等について十分な教育体制を整備

しているか。 
3 

・防災に対する体制は整備されているか。 4 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・施設の整備及び点検を継続して行う。 

【中長期的な課題】 

 ・新しい設備を精査し、購入計画に盛り込む。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・施設の整備及び点検を実施している。必要物品については、年度予算に計上し、

適宜購入していく。 

・5 月 12 日に避難訓練を行っており、10 月には防災設備の取り扱いに関する訓練

と研修を実施する予定である。 

（７）学生の受け入れ募集 

評価項目 評価 

・学生募集活動は、適正に行われているか。 4 

・学生納付金は妥当なものとなっているか。 4 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・学生募集活動を継続する。 

【中長期的な課題】 

・学校としての取り組みについて広報活動を活発にし、適正な募集活動に努める。 



具 体 的 な 

改 善 策 

・学校案内や学則に則った募集活動を行っている。企業との連携、在校生と話せる

時間を多くとる・在校生とマンツーマンで体験を行うなどのオープンキャンパスを

企画、検討している。 

（８）財務 

評価項目 評価 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。 3 

・予算、収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。 3 

・財務について会計監査が適正に行われているか。 3 

・財務情報公開の体制整備はできているか。 3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・学生募集活動を継続して行う。 

【中長期的な課題】 

・入学者数の増加に努める。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・コピーする際の 1 枚当たりの料金（カラー・白黒）を教員内で周知し、経費削減

に努めた。また、エアコンや電気をこまめに消す等、節電に努めた。 

 ・5 月に監事監査が実施され、指摘事項はなかった。 

・財務状況に関する情報を 7 月にホームページ等で掲載する予定である。 

（９）法令等の遵守 

評価項目 評価 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。 4 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。 3 

・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか。 3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・自己点検を継続して実施する。 

【中長期的な課題】 

・自己点検表の結果をもとに見直しを行う。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・今年度も学校の自己点検を 12月に実施する予定である。今後も法令の遵守に努

める。 

・学生の個人情報の保護に努めている。また、今後も学生に個人情報等について啓

発を続けていく。 

（10）社会貢献・地域貢献 

評価項目 評価 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献、地域貢献を行っているか。 3 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか。 3 

・地域に対する公開講座、教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施し

ているか。 
3 

実 現 状 況 

及 び 課 題 

【短期的な課題】 

・社会・地域貢献を継続して実施する。 

【中長期的な課題】 

・社会・地域貢献活動をするための体制を整備する。 

具 体 的 な 

改 善 策 

・6 月に岩手県障がい者スポーツ大会ボランティアへ学生が参加した。 

・7 月に介護施設の夏祭りボランティアに学生が参加した。 

・9・10 月に子育てサポートボランティアを開催した。 

・10 月いわて盛岡シティマラソンのボランティアに学校として参加した。 

・公共職業訓練（委託訓練）では、介護福祉士と保育士の養成で引き続き受託契約

を行った。 

 


